平成２２年度　教職２０年目研修（小・中）　教育関係法規事前課題
                                                        学校名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
	問１

	　教職２０年目研修への参加について、関係する法令はどのようなものがあるか。また、初任者研修、教職１０年目研修と法令上の違いはあるか。



	問２

	　Ａ教諭は、学年末で仕事が忙しく時間が足りないため、児童（生徒）の成績処理を自宅で行おうとして、成績データを記録したＵＳＢメモリを持ち帰ることとした。帰宅途中、「お母さん、ノートがなくなっちゃうから帰りに買ってきて。」と、朝、子どもから言われたことを思い出し、近くのスーパーに寄った。車を駐車場にとめ、すぐ戻るから鍵をかけておけば大丈夫だろうと判断し、ＵＳＢメモリを入れたバッグはそのままにして、ハンドバッグのみを携帯し、買い物に向かった。その後、ノートを購入し駐車場に戻ったところ、鍵がこじ開けられ、ＵＳＢメモリを入れておいたバッグがなくなっていた。
(1) 被害に気づいた教諭がとるべき対応について説明せよ。
(2) この教諭の行動の問題点はどこにあるか。
(3) だれにどのような責任が問われるか。その根拠となる法令等は何か。
(4) 教職員の不祥事を防ぐために有効な手だてはどのようなことだと考えるか。



	　教育関係法規等について、疑問点などがあれば、記入してください。



※各問いの回答を法的根拠を踏まえ、本票に記入し、研修当日受付時に提出すること。
　また、当日は、「栃木県教育関係職員必携20」、「学校管理運営問答集第16集」を持参すること。
